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建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

地区内の中学生（夏季時は小学生含む）

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市教育集会所条例

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

30

中学生の地区学習会を実施し、差別に負けない人権感覚を培う
とともに、就学・進路の支援を行った。

学習会参加の３年生にとっては、進路を控え、学習意欲が
芽生え、また、お互いに励ましあうようになった。
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地区の実態や歴史、生き方を学ぶことにより、自分たちの地域や人
に誇りを持ち、仲間とともに人権感覚を豊かにして、参加するように
なる。
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事業の成果を測る指標

地区学習会の参加率（崇広中）

地区学習会の参加率（緑ヶ丘中）

評価項目 ポイント
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人件費（Ｂ）

全国平均の大学・短大への進学率から見ると、地域の子どもたちの場合、まだまだ進学率格差が大きい現状である。こうし
た現状を踏まえ、地域の子どもたちへの基礎学力を高めていくよう行政的支援が必要である。

子どもたちの基礎学力の向上と差別に負けない強い精神力が培われる。

学習時間が１時間程度であり十分なことはできないが、反面、参加しやすい時間である。３年生になれば、進学が控えてい
るので参加率が上がった。

 平成１９年度は、小学生の夏季学習の実施になったが、以降も小・中学生の実施が必要な状況であり、現在の事業費が必
要である。
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Ａ 現状維持 学習会の狙いは、子どもたちの基礎学習の向上と差別に負けない強い精神力の要請を図ることが目的であり、より多くの参加が得られ
るように努めたい。
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